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平
成
30
年
１
月
17
日
、
報
道

各
社
を
通
じ
て
木
股
健
二
基
金

恵
那
高
校
留
学
制
度
「
恵
那
地

球
塾
」
の
開
講
が
ア
ナ
ウ
ン
ス

さ
れ
た
。

こ
れ
は
平
成
29
年
に
木
股
健

二
氏
（
中
18
回
、
同
年
逝
去
）

よ
り
多
額
の
寄
付
を
頂
き
、
恵

那
高
生
に
世
界
を
見
て
き
て
ほ

し
い
と
い
う
木
股
氏
の
遺
志
に

沿
っ
て
発
足
し
た
も
の
で
あ
る
。

木
股
氏
は
旧
制
恵
那
中
を
１
９

４
４
年
3
月
に
卒
業
予
定
で
あ

っ
た
が
、
前
年
に
海
軍
飛
行
予

科
練
習
生
に
志
願
し
出
征
し
た
。

終
戦
後
、
名
古
屋
大
付
属
医
学

専
門
部
（
現
名
古
屋
大
学
医
学

部
）
に
入
学
し
、
病
院
勤
務
を

経
て
関
市
で
外
科
医
院
を
開
業

し
た
。
木
股
氏
に
は
子
ど
も
が

な
く
、
も
し
子
ど
も
が
い
れ
ば

こ
の
く
ら
い
の
金
額
は
か
か
っ

た
は
ず
と
母
校
へ
の
寄
付
を
思

い
立
ち
、
平
成
29
年
に
1
千
万

円
、
そ
の
後
２
度
に
わ
た
っ
て

5
千
万
円
の
計
1
億
1
千
万
円

を
寄
付
し
て
い
た
だ
い
た
。
し

か
し
、
恵
那
高
校
は
県
立
高
校

で
あ
る
た
め
学
校
と
し
て
寄
付

を
受
け
る
こ
と
が
で
き
な
い
の

で
、
同
窓
会
が
寄
付
の
受
け
皿

と
な
り
基
金
を
創
設
し
、「
恵
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那
地
球
塾
」
と
命
名
し
て
平
成

30
年
度
よ
り
留
学
制
度
が
実
施

さ
れ
る
こ
と
と
な
っ
た
。

内
容
は
３
つ
あ
り
、
１
．
長

期
留
学
、
２
．
短
期
留
学
、
３
．

国
内
留
学
体
験
で
、
長
期
留
学

は
１
年
間
北
米
へ
の
留
学
、
短

期
留
学
は
夏
休
み
を
利
用
し
た

タ
ー
ム
留
学
で
オ
セ
ア
ニ
ア
へ
、

国
内
留
学
体
験
は
国
内
で
３
～

５
日
間
、
海
外
の
大
学
院
生
と

テ
ー
マ
に
沿
っ
て
英
語
で
デ
ィ

ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
を
行
う
と
い
う

も
の
で
あ
る
。
基
金
か
ら
は
留

学
支
援
と
し
て
長
期
留
学
に
は

約
１
０
０
万
円
を
３
名
程
度
に
、

短
期
留
学
は
約
50
万
円
を
５
名

程
度
に
、
国
内
留
学
体
験
に
は

30
～
50
名
程
度
に
費
用
の
半
額

を
支
援
す
る
。

国
内
留
学
体
験
に
つ
い
て
は

平
成
30
年
度
か
ら
実
施
、
長
期

留
学
、
短
期
留
学
は
平
成
30
年

度
に
希
望
者
を
選
考
し
平
成
31

年
度
か
ら
実
施
す
る
。

公
立
高
校
で
こ
れ
ほ
ど
の
規

模
の
留
学
制
度
を
持
つ
学
校
は

全
国
的
に
も
珍
し
く
、
恵
那
高

校
は「
世
界
に
最
も
近
い
学
校
」

に
な
り
ま
す
。

開講「恵那地球塾」
木股健二基金恵那高校留学制度

平成30年１月21日朝日新聞



2017　―　2018
Student of the Year賞

④
永
冶
旭
（
23
組
）

・
平
成
29
年
度
岐
阜
県
高
等
学

校
新
人
大
会
ボ
ー
ト
競
技　

男
子
ダ
ブ
ル
ス
カ
ル　
優
勝

・
第
31
回
中
部
高
等
学
校
選
抜

競
漕
大
会　
男
子
ダ
ブ
ル
ス

カ
ル　
３
位

⑤
西
尾
颯
馬
（
24
組
）

・
平
成
29
年
度
岐
阜
県
高
等
学

校
新
人
大
会
ボ
ー
ト
競
技　

男
子
ダ
ブ
ル
ス
カ
ル　
優
勝

・
第
31
回
中
部
高
等
学
校
選
抜

競
漕
大
会　
男
子
ダ
ブ
ル
ス

カ
ル　
３
位

⑥
中
島
み
な
み
（
24
組
）

・
第
64
回
東
海
高
等
学
校
総
合

体
育
大
会　
女
子
ダ
ブ
ル
ス

カ
ル　
３
位

・
平
成
29
年
度
岐
阜
県
高
等
学

校
新
人
大
会
ボ
ー
ト
競
技　

女
子
ダ
ブ
ル
ス
カ
ル　
優
勝

⑦
近
藤
里
奈
（
26
組
）

・
第
64
回
東
海
高
等
学
校
総
合

体
育
大
会　
女
子
ダ
ブ
ル
ス

カ
ル　
３
位

・
平
成
29
年
度
岐
阜
県
高
等
学

校
新
人
大
会
ボ
ー
ト
競
技　

女
子
ダ
ブ
ル
ス
カ
ル　
優
勝

⑧
下
畑
文
乃
（
26
組
）

・
第
65
回
岐
阜
県
高
等
学
校
総

合
体
育
大
会
陸
上
競
技
の
部

兼
全
国
・
東
海
高
等
学
校
総

合
体
育
大
会　
陸
上
競
技
岐

阜
県
予
選
会　
女
子
８
０
０

ｍ　
優
勝

・
第
20
回
東
海
高
等
学
校
新
人

陸
上
競
技
選
手
権
大
会　
女

子
８
０
０
ｍ　
２
位

⑨
田
立
脩
一
朗
（
35
組
）

・
第
61
回
日
本
学
生
科
学
賞　

岐
阜
県
審
査
委
員
会　
最
優

秀
賞

⑩
成
瀬
大
生
（
35
組
）

・
第
61
回
日
本
学
生
科
学
賞　

岐
阜
県
審
査
委
員
会　
最
優

秀
賞

⑪
榊
間
雅
乃
（
35
組
）

・
Ｓ
Ｓ
Ｈ
東
海
フ
ェ
ス
タ
２
０

１
７　
口
頭
発
表　
優
秀
賞

⑫
伊
藤
菜
穂
（
36
組
）

・
Ｓ
Ｓ
Ｈ
東
海
フ
ェ
ス
タ
２
０

１
７　
口
頭
発
表　
優
秀
賞

⑬
神
谷
祐
未
（
36
組
）

・
Ｓ
Ｓ
Ｈ
東
海
フ
ェ
ス
タ
２
０

１
７　
口
頭
発
表　
優
秀
賞

⑭
曽
根
千
滉
（
36
組
）

・
Ｓ
Ｓ
Ｈ
東
海
フ
ェ
ス
タ
２
０

１
７　
口
頭
発
表　
優
秀
賞

⑮
羽
根
優
紀
（
36
組
）

・
Ｓ
Ｓ
Ｈ
東
海
フ
ェ
ス
タ
２
０

１
７　
口
頭
発
表　
優
秀
賞

団
　
　
体

①
軟
式
野
球
部

・
第
64
回
東
海
高
等
学
校
総
合

体
育
大
会
軟
式
野
球
競
技
会

Ｂ
ゾ
ー
ン
優
勝

②
新
体
操
部

・
平
成
29
年
度
岐
阜
県
高
等
学

校
新
人
大
会　
新
体
操
女
子

団
体
の
部　
優
勝

③
放
送
部

・
第
64
回
Ｎ
Ｈ
Ｋ
杯
全
国
放
送

コ
ン
テ
ス
ト　
ラ
ジ
オ
ド
キ

ュ
メ
ン
ト
部
門　
出
場

毎
年
3
月
に
行
わ
れ
て
い
る

音
楽
部
の
定
期
演
奏
会
は
、
平

成
30
年
3
月
25
日
に
恵
那
文
化

セ
ン
タ
ー
で
40
回
目
を
迎
え
た
。

部
長
の
林
宏
誠
さ
ん
は
「
仲
間
、

親
、
先
生
方
、
今
ま
で
音
楽
部

の
伝
統
を
つ
な
い
で
く
だ
さ
っ

た
Ｏ
Ｂ
Ｏ
Ｇ
の
方
々
、
今
日
来

て
く
だ
さ
っ
た
皆
様
、
全
て
の

人
に
感
謝
し
な
が
ら
歌
い
ま
す
。」

と
語
っ
た
。
演
奏
会
で
は
「
あ

り
が
と
う
」
を
テ
ー
マ
に
、
顧

問
の
後
藤
和
世
先
生
の
指
揮
の

も
と
３
ス
テ
ー
ジ
20
曲
を
演
奏

し
た
。
ま
た
こ
の
日
は
第
1
回

目
の
定
期
演
奏
会
を
行
な
っ
た

Ｏ
Ｂ
Ｏ
Ｇ
も
会
場
に
駆
け
つ
け

後
輩
た
ち
を
激
励
し
、
40
回
記

念
Ｏ
Ｂ
Ｏ
Ｇ
合
同
ス
テ
ー
ジ
で

は
、
こ
の
十
年
の
間
に
音
楽
部

を
卒
業
し
た
約
60
人
が
加
わ
り
、

40
回
の
節
目
に
花
を
添
え
た
。

在校生への学習支援として、第一校
舎２階のオープンスペースに６人掛け
のテーブルと椅子を３組、テラスにベ
ンチテーブル２基を購入させていただ
きました。

恵
那
高
校
音
楽
部
　
第
40
回
定
期
演
奏
会

個
　
　
人

①
野
々
村
真
白
（
32
組
）

・
第
41
回
全
国
高
等
学
校
総
合

文
化
祭
み
や
ぎ
総
文　
朗
読

部
門　
審
査
員
特
別
賞

・
第
64
回
Ｎ
Ｈ
Ｋ
杯
全
国
放
送

コ
ン
テ
ス
ト　
朗
読
部
門　

出
場

②
萩
原
美
南
（
32
組
）

・
第
41
回
全
国
高
等
学
校
総
合

文
化
祭
み
や
ぎ
総
文　
朗
読

部
門　
出
場

③
鈴
木
映
恵
（
26
組
）

・
岐
阜
県
高
等
学
校
文
芸
コ
ン

ク
ー
ル　
短
歌
部
門　
１
位

・
第
11
回
島
崎
藤
村
記
念
文
芸

祭　
短
歌
部
門（
一
般
の
部
）

三
席

この１年間に県レベルの大会などでトップになったこと、
全国大会に出場したこと、または、それと同等の成果を上
げた個人・団体を表彰しています。平成29年度は個人15
人と３団体を表彰しました。

テーブルとイスを寄付
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近
年
、
現
在
の
社
会
は
、
少

子
高
齢
化
、
情
報
化
、
国
際
化

が
進
展
し
、
全
国
の
８
割
の
自

治
体
が
人
口
減
少
に
陥
っ
て
い

ま
す
。
人
工
知
能
の
開
発
が
進

み
、
10
年
か
ら
20
年
後
に
は
、

国
内
の
労
働
人
口
の
約
50
％
の

仕
事
が
自
動
化
さ
れ
る
と
い
う

説
も
あ
り
ま
す
。
こ
の
よ
う
に

我
々
を
取
り
巻
く
環
境
は
、
大

き
く
変
化
し
て
お
り
、
先
が
見

え
に
く
い
時
代
と
な
っ
て
お
り

ま
す
。
こ
の
よ
う
な
激
し
い
変

化
の
中
で
、
高
校
生
に
は
、「
社

会
で
自
立
し
て
活
動
し
て
い
く

た
め
に
必
要
な
『
真
の
学
ぶ

力
』」
が
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

そ
れ
ら
は
、
ま
ず
、「
知
識
・

技
能
の
習
得
」、
次
に
「
知
識
・

技
能
を
活
用
し
て
、
自
ら
課
題

を
発
見
し
、
そ
の
解
決
に
向
け

て
探
求
し
、
成
果
等
を
表
現
す

る
た
め
に
必
要
な
思
考
力
・
判

断
力
・
表
現
力
等
の
能
力
」、

三
つ
目
に
「
主
体
性
を
も
ち
、

多
様
な
人
々
と
協
働
し
学
習
す

る
態
度
」
で
す
。

こ
の
よ
う
な
力
を
身
に
付
け

る
に
は
、
机
上
の
勉
強
だ
け
で

は
十
分
で
は
な
く
、
や
は
り
、

恵
那
高
校
が
伝
統
と
し
て
大
切

に
し
て
き
た
「
一
人
一
人
の
文

武
両
道
の
実
現
」
が
必
要
だ
と

思
い
ま
す
。
教
科
の
勉
強
は
、

も
ち
ろ
ん
の
こ
と
、
本
校
で
は
、

探
究
型
学
習
に
力
を
入
れ
て
お

り
ま
す
。
普
通
科
の
「
生
き
方

我
が
道
（
総
合
的
な
学
習
の
時

間
）」と
理
数
科
の「
課
題
研
究
」

（
県
内
唯
一
の
ス
ー
パ
ー
サ
イ

エ
ン
ス
・
ハ
イ
ス
ク
ー
ル
事
業
）

を
柱
に
行
っ
て
い
ま
す
。
部
活

動
も
盛
ん
で
、
全
国
大
会
、
東

海
大
会
に
出
場
す
る
部
も
あ
り
、

自
由
参
加
で
あ
る
部
活
動
で
95

％
も
の
生
徒
が
活
動
し
て
お
り

ま
す
。
最
近
で
は
、
校
外
に
も

目
を
向
け
、
地
域
に
出
て
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
活
動
に
参
加
す
る
生

徒
も
増
加
し
て
お
り
ま
す
。

生
徒
の
皆
さ
ん
に
は
、
将
来
、

夢
を
叶
え
、
幸
せ
な
人
生
を
送

っ
て
欲
し
い
と
願
っ
て
い
ま
す
。

幸
せ
を
感
じ
る
に
は
、
自
ら
が

「
貢
献
」
し
て
い
る
こ
と
を
感

じ
ら
れ
る
こ
と
が
大
切
な
要
素

だ
と
考
え
て
い
ま
す
。
自
分
が

社
会
の
ど
の
分
野
で
貢
献
す
る

人
に
な
り
た
い
か
を
深
く
考
え
、

20
年
後
、
30
年
後
を
見
据
え
て
、

自
分
の
進
む
べ
き
道
を
見
つ
け
、

高
校
生
活
を
充
実
さ
せ
進
路
実

現
を
し
て
欲
し
い
と
願
っ
て
い

ま
す
。
そ
し
て
、
自
分
の
思
い

を
実
現
し
な
が
ら
、
地
域
や
国

や
、
世
界
で
活
躍
す
る
人
に
な

っ
て
欲
し
い
と
期
待
し
て
い
ま

す
。

　
御
依
頼
を
受
け
、
恵
那
高
へ
の
高

額
寄
付
者
・
木
股
健
二
君
に
つ
い
て

の
思
い
出
を
記
し
て
み
よ
う
。

　
今
年
に
入
っ
て
彼
は
死
期
近
き
を

悟
っ
た
の
か
、
寄
付
の
件
に
つ
い
て

私
に
相
談
す
る
よ
う
に
な
っ
た
。

　
思
い
起
せ
ば
、
九
十
周
年
記
念
行

事
へ
の
熱
心
な
参
加
希
望
の
彼
が
、

直
前
に
な
っ
て
間
質
性
肺
炎
の
為
入

院
、
欠
席
せ
ざ
る
を
得
な
か
っ
た
が
、

そ
の
頃
か
ら
の
病
患
だ
っ
た
。
寄
付

完
了
後
の
十
月
九
日
、
彼
は
肺
線
維

症
の
た
め
死
去
し
た
。
お
棺
の
中
の

彼
は
、
贈
ら
れ
て
い
た
恵
那
中
学
校

応
援
旗
に
抱
か
れ
て
い
た
。

　
十
八
回
生
は
、
十
五
年
戦
争
（
満

州
事
変
・
日
中
戦
争
・
太
平
洋
戦
争

の
総
称
）
と
い
う
戦
火
の
渦
中
で

育
っ
た
も
の
だ
が
、
昭
和
十
六
年

十
二
月
八
日
の
真
珠
湾
攻
撃
は
中
学

三
年
の
時
だ
っ
た
。
や
が
て
先
輩
の

木
下
広
吉
氏
（
十
一
回
生
）
戦
死
の

報
を
受
け
、
全
校
が
感
動
の
嵐
に
湧

い
た
も
の
だ
。
真
珠
湾
上
空
で
犠
牲

と
な
っ
た
29
機
、
54
名
中
の
ひ
と
り

で
あ
る
。
空
母
〝
赤
城
〟
で
の
絶
筆

に
は
「
…
中
学
校
へ
も
一
報
し
て
下

さ
い
。
も
う
何
も
な
し
。
安
ら
か
に

眠
っ
て
明
日
の
戦
闘
に
備
ふ
。
…
」

な
る
文
面
も
あ
っ
た
。
木
下
さ
ん
は

予
科
練
三
期
で
城
陵
か
ら
の
志
願
第

一
号
で
あ
っ
た
。
海
軍
飛
行
予
科
練

生
の
略
称
で
海
軍
航
空
隊
に
配
属
さ

れ
る
。
そ
の
後
、
先
輩
に
続
け
と
ば

か
り
に
、
十
八
回
生
か
ら
は
四
年
生

半
ば
の
十
七
年
十
月
、
十
一
期
と
し

て
四
名
が
志
願
入
隊
。
全
員
が
満

十
八
歳
前
後
で
雲
を
墓
標
に
大
空
に

散
っ
た
。
翌
十
八
年
四
月
、
十
二
期

と
し
て
三
名
が
続
い
た
が
、
そ
の
一

人
が
木
股
君
で
あ
る
。
以
上
七
名
の

中
学
同
級
生
が
、
三
重
海
軍
航
空
隊

で
揃
っ
た
時
の
写
真
が
あ
る
が
、「
若

桜
の
碑
」
と
題
す
る
木
股
君
の
文
章
、

先
の
木
下
氏
の
絶
筆
と
共
に
、
創
立

五
十
周
年
記
念
「
城
陵
誌
」
に
掲
載

さ
れ
て
い
る
。
十
八
回
生
が
最
上
級

の
五
年
生
だ
っ
た
十
八
年
七
月
、
講

堂
で
の
生
徒
集
会
で
予
科
練
全
員
志

願
の
決
議
を
し
た
が
、
先
生
方
も
さ

す
が
に
全
員
は
な
ら
ぬ
と
熱
心
に
抑

え
ら
れ
、
最
終
的
に
十
八
回
生
か
ら

は
十
二
名
が
入
隊
す
る
こ
と
と
な
っ

た
（
十
三
期
）。
最
初
の
四
名
以
外

は
全
員
無
事
に
敗
戦
を
迎
え
た
が
、

ほ
か
に
浜
松
で
の
艦
砲
射
撃
、
シ
ベ

リ
ア
抑
留
の
二
名
が
級
友
で
犠
牲
と

な
っ
た
。
戦
争
と
軍
国
の
潮
流
に
染

め
上
げ
ら
れ
た
悲
劇
で
あ
る
。

　
平
成
二
年
八
月
十
五
日
、
木
股
君

が
実
行
委
員
長
と
な
り
、
予
科
練
戦

没
者
十
五
名
の
慰
霊
祭
が
母
校
の
図

書
室
で
挙
行
さ
れ
、
遺
族
の
方
々

二
十
名
を
含
め
八
十
名
程
が
参
集
、

意
義
深
い
内
容
の
時
間
が
流
れ
た
。

　
慰
霊
祭
の
前
夜
、
木
股
君
は
旅
館

い
ち
川
で
一
泊
し
て
い
る
が
、
夕
食

時
に
私
を
招
待
し
て
く
れ
て
い
た
。

中
学
時
代
、
戦
中
・
戦
後
の
こ
と
な

ど
二
人
で
し
み
じ
み
語
り
合
っ
た
も

の
だ
が
、
忘
れ
ら
れ
な
い
思
い
出
で

あ
る
。
彼
は
零
（
ゼ
ロ
）
戦
と
呼
ば

れ
た
海
軍
主
力
戦
闘
機
の
パ
イ
ロ
ッ

ト
で
あ
っ
た
が
、
南
方
戦
線
で
病
を

得
、
内
地
療
養
を
命
ぜ
ら
れ
、
病
院

船
氷
川
丸
で
帰
国
し
た
。
快
復
後
、

霞
ケ
浦
航
空
隊
近
く
で
敗
戦
を
迎
え

て
い
る
。

　
戦
後
は
医
師
を
志
望
、
関
市
に
て

外
科
医
院
を
開
業
。
日
常
の
柱
と
し

て
、
予
科
練
関
係
の
諸
行
事
が
あ
っ

た
が
、
城
陵
へ
の
思
い
も
殊
に
深
い

も
の
が
あ
っ
た
。

　
今
回
の
件
に
つ
き
、
学
校
や
同
窓

会
の
皆
さ
ん
か
ら
賜
っ
た
限
り
な
い

御
厚
情
、
感
謝
の
至
り
で
す
。

　
終
り
に
、
生
徒
の
皆
さ
ん
の
城
陵

生
活
が
豊
か
な
ら
ん
こ
と
を
熱
望
し

つ
つ
。

�

（
恵
華
第
36
号
よ
り
転
載
）

追
憶
　
木
股 

健
二
君

旧
制
恵
那
中
学
校
十
八
回
生

水
野
恭
平

城陵
論壇

社
会
を
支
え
、
貢
献
す
る
人
に

恵
那
高
等
学
校
長纐

纈
康
雄
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平
成
29
年
度
の
創
立
記
念
講

演
会
で
は
、
本
校
の
高
校
三
〇

回
生
の
磯
部
錦
司
さ
ん
を
講
師

と
し
て
お
迎
え
し
ま
し
た
。

磯
部
さ
ん
は
現
在
、
椙
山
女

学
園
大
学
教
育
学
部
こ
ど
も
発

達
学
科
教
授
で
あ
り
、
芸
術
家

と
し
て
も
、
世
界
的
に
活
躍
さ

れ
て
い
ま
す
。
講
演
会
で
は
、

「
恵
那
か
ら
見
え
た
グ
ロ
ー
バ

ル
な
世
界
〜
ル
ー
ツ
は
い
つ
も

こ
こ
に
〜
」
を
テ
ー
マ
に
ご
自

分
の
体
験
を
交
え
な
が
ら
、
高

校
生
の
今
、
何
を
す
べ
き
か
、

何
を
考
え
る
か
を
話
し
て
い
た

だ
き
ま
し
た
。

磯
部
さ
ん
は
、
本
校
卒
業
後
、

新
潟
大
学
教
育
学
部
美
術
科
に

進
学
、
そ
の
後
進
学
し
た
上
越

教
育
大
学
学
校
教
育
研
究
科
芸

術
系
を
卒
業
さ
れ
、
岐
阜
県
中

学
校
の
美
術
教
員
と
し
て
教
鞭

を
執
っ
て
い
ら
っ
し
ゃ
い
ま
し

た
。
教
員
の
傍
ら
、
作
品
制
作

も
続
け
ら
れ
、一
九
九
二
年「
日

本
海
美
術
展
」
で
グ
ラ
ン
プ
リ

を
受
賞
さ
れ
ま
し
た
。
そ
の
後
、

芸
術
活
動
に
専
念
さ
れ
、
海
外

で
も
展
覧
会
を
開
く
な
ど
活
動

の
場
を
広
げ
て
い
ら
っ
し
ゃ
い

ま
す
。

講
演
会
は
「
す
べ
て
の
も
の

が
今
に
つ
な
が
っ
て

い
る
」
と
い
う
話
を

軸
に
進
め
ら
れ
ま
し

た
。ま

ず
、
フ
ラ
ン
ス
、

ニ
ー
ス
で
の
ご
自
分

の
作
品
展
の
映
像
を

交
え
な
が
ら
の
お
話

が
あ
り
ま
し
た
。
そ

の
中
で
、
フ
ラ
ン
ス

は
名
前
で
は
な
く
、

作
品
で
勝
負
さ
せ
て

く
れ
る
か
ら
す
ご
い
。

異
質
を
受
け
入
れ
る

基
盤
が
フ
ラ
ン
ス
に

は
あ
る
。
だ
か
ら
、
自
分
は
海

外
に
お
い
て
、
日
本
人
で
あ
る

こ
と
に
助
け
ら
れ
た
。
海
外
で

は
、
自
分
自
身
で
勝
負
す
る
し

か
な
い
。
よ
く
、「
努
力
す
れ

ば
必
ず
夢
は
叶
う
」
と
い
わ
れ

る
が
、
そ
う
は
思
わ
な
い
。
努

力
は
大
切
だ
け
れ
ど
、
努
力
す

れ
ば
叶
う
と
い
う
考
え
方
は
少

し
違
う
。
何
が
重
要
な
の
か
。

そ
れ
は
、
今
の
自
分
を
信
じ
る

こ
と
が
で
き
る
の
か
ど
う
か
で

は
な
い
か
。
私
自
身
は
こ
の
恵

那
の
地
か
ら
始
ま
っ
て
い
る
。

人
生
に
必
要
な
全
て
の
「
知
」

は
恵
那
で
学
ん
だ
、
と
お
っ
し

ゃ
っ
て
い
ま
し
た
。

ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
の
テ
ロ
を
見

て
、
絵
が
描
け
な
い
状
態
に
な

っ
た
こ
と
も
あ
っ
た
そ
う
で
す
。

絵
を
描
く
こ
と
に
果
た
し
て
ど

ん
な
意
味
が
あ
る
の
か
と
考
え
、

四
年
間
描
く
こ
と
が
で
き
な
か

っ
た
そ
う
で
す
が
老
人
ホ
ー
ム

で
、
死
ぬ
間
際
ま
で
絵
を
描
く

お
年
寄
り
や
幼
稚
園
の
子
供
た

ち
の
描
く
絵
と
出
会
い
、
な
ぜ

生
き
て
い
る
の
か
を
教
え
ら
れ

た
そ
う
で
す
。
生
き
て
い
く
と

い
う
こ
と
は
自
分
の
た
め
だ
け

で
は
な
く
、
他
人
と
の
関
わ
り
、

平
成
29
年
度

ス
ポ
ー
ツ
庁
委

託
事
業　
オ
リ

ン
ピ
ッ
ク
・
パ

ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク

ム
ー
ブ
メ
ン
ト

全
国
展
開
事
業

の
一
環
と
し
て
、

明
治
安
田
生
命

ボ
ー
ト
部
Ｇ
Ｍ
兼
監
督
の
岩
畔

道
徳
氏
（
高
37
回
）
の
講
演
会

が
平
成
29
年
11
月
16
日
に
恵
那

高
校
で
あ
り
ま
し
た
。

こ
の
講
演
会
は
、
恵
那
高
校

卒
業
生
の
オ
リ
ン
ピ
ア
ン
を
招

聘
し
、
ア
ス
リ
ー
ト
の
生
き
方

や
ス
ポ
ー
ツ
に
関
す
る
様
々
な

キ
ャ
リ
ア
に
触
れ
る
こ
と
で
、

生
徒
た
ち
が
生
き
方
・
進
路
を

考
え
る
機
会
と
す
る
と
と
も
に
、

東
京
２
０
２
０
オ
リ
ン
ピ
ッ

ク
・
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
競
技
大

会
へ
の
関
心
を
高
め
る
目
的
で

行
わ
れ
ま
し
た
。

講
演
で
は
「
恵
那
か
ら
世
界

へ
〜
世
界
に
つ
な
が
る
努
力
〜
」

と
題
し
て
、
高
校
時
代
の
思
い

出
や
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
出
場
の
経

緯
な
ど
を
恵
那
高
生
に
話
さ
れ

ま
し
た
。

講
演
終
了
後
は
恵
那
高
校
ボ

ー
ト
部
員
に
対
し
て
直
接
指
導

さ
れ
ま
し
た
。

岩
畔
氏
は
在
学
時
、
ボ
ー
ト

シ
ン
グ
ル
ス
カ
ル
で
イ
ン
タ
ー

ハ
イ
優
勝
。
早
稲
田
大
学
教
育

学
部
進
学
後
、
数
々
の
全
日
本

ク
ラ
ス
の
大
会
で
活
躍
。
卒
業

後
、
明
治
安
田
生
命
ボ
ー
ト
部

に
所
属
し
、
日
本
代
表
と
し
て

バ
ル
セ
ロ
ナ
五
輪
（
エ
イ
ト
）・

ア
ト
ラ
ン
タ
五
輪
（
軽
量
級
フ

ォ
ア
）
に
２
大
会
連
続
出
場
し

た
。
指
導
者
と
し
て
も
早
稲
田

大
学
や
明
治
安
田
生
命
の
監
督

を
歴
任
し
、
今
も
な
お
後
進
の

育
成
に
情
熱
を
注
ぎ
、
日
本
ボ

ー
ト
界
の
発
展
に
寄
与
し
て
い

る
。
ま
た
、
現
在
恵
那
市
観
光

大
使
も
務
め
て
い
る
。

岩
畔
道
徳
氏
講
演
会

恵
那
か
ら
見
え
た
グ
ロ
ー
バ
ル
な
世
界

 

〜
ル
ー
ツ
は
い
つ
も
こ
こ
に
〜

創
立
記
念
講
演 

磯
部
　
錦
司
　

氏
社
会
と
の
関
わ
り
だ
と
。

そ
し
て
話
題
は
演
題
の
「
グ

ロ
ー
バ
ル
」
に
関
す
る
お
話
へ

と
移
り
ま
す
。

グ
ロ
ー
バ
ル
は
国
境
を
な
く

す
こ
と
だ
が
、
例
え
ば
、
友
達

と
仲
良
く
生
き
よ
う
と
い
う
の

も
、
友
達
を
受
容
し
な
い
と
無

理
だ
。「
一
緒
に
生
き
よ
う
」

と
い
う
言
葉
だ
け
で
は
無
理
だ
。

感
じ
方
を
変
え
な
い
と
い
け
な

い
。
一
人
が
生
き
て
い
く
足
下

に
は
そ
の
人
の
歴
史
が
生
ま
れ

る
。
日
本
に
は
日
本
の
歴
史
が

あ
る
、
世
界
に
は
歴
史
が
あ
り

自
分
に
も
歴
史
が
あ
る
。
そ
れ

を
い
か
に
感
じ
取
る
か
。
そ
し

て
、
今
を
ど
う
感
じ
る
か
、
新

た
な
感
じ
方
を
生
み
出
し
て
い

く
こ
と
が
大
切
だ
と
話
さ
れ
ま

し
た
。

講
演
の
最
後
に
は
、「
人
生

万
事　
人
間
万
事　
塞
翁
が
馬
」

と
い
う
言
葉
を
紹
介
さ
れ
、
人

生
ど
う
転
ぶ
か
分
か
ら
な
い
。

そ
の
中
で
大
切
な
こ
と
は
、

「
今
、
自
分
に
、
納
得
で
き
る

こ
と
を
し
て
い
る
の
か
」
を
そ

の
時
点
に
お
い
て
確
か
め
る
こ

と
、
そ
し
て
、
今
を
ど
う
生
き

て
い
る
か
。
こ
れ
ま
で
の
一
日

一
日
す
べ
て
が
今
の
自
分
、
今

の
作
品
に
つ
な
が
っ
て
い
る
。

「
今
、
こ
こ
」
を
大
切
に
生
き

て
い
き
た
い
と
結
ん
で
い
ま
し

た
。
生
徒
に
と
っ
て
も
、
生
き

方
を
考
え
さ
せ
ら
れ
る
言
葉
だ

と
思
い
ま
す
。
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勝
川　
行
雄
（
高
47
回
生
）

国
立
天
文
台
准
教
授
。
恵
那
市

岩
村
町
出
身
。
東
京
大
学
理
学

部
天
文
学
科
、
東
京
大
学
大
学

院
理
学
系
研
究
科
天
文
学
専
攻

卒
。
理
学
博
士

研
究
テ
ー
マ
は
、「『
ひ
の
で
』

衛
星
に
よ
る
太
陽
磁
気
活
動
現

象
の
観
測
的
研
究
と
次
世
代
太

陽
観
測
技
術
の
開
発
」。
太
陽

観
測
衛
星
「
ひ
の
で
」
の
可
視

光
・
磁
場
望
遠
鏡
に
よ
る
彩
層

や
光
球
磁
場
の
デ
ー
タ
を
用
い

て
、
太
陽
の
磁
気
活
動
に
迫
る

様
々
な
成
果
を
挙
げ
て
い
ま
す
。

代
表
的
な
成
果
の
一
つ
に
、「
ひ

の
で
」
を
使
っ
て
太
陽
黒
点
の

半
暗
部
で
頻
発
す
る
微
細
な
彩

層
ジ
ェ
ッ
ト
の
発
見
が
あ
り
ま

す
。
平
成
29
年
6
月
11
日
に
は

日
本
科
学
未
来
館
「
未
来
館
ホ

ー
ル
」
に
て
、
授
賞
式
と
記
念

講
演
会
が
行
わ
れ
、｢

ダ
イ
ナ

ミ
ッ
ク
に
変
化
す
る
宇
宙
の
姿 

―　
太
陽
を
通
し
て
活
動
的
な
宇

宙
を
読
み
解
く
」
と
い
う
タ
イ

ト
ル
で
講
演
さ
れ
ま
し
た
。
恵

那
高
校
か
ら
も
生
徒
17
人
が
聴

講
に
出
か
け
ま
し
た
。

勝
川
氏
か
ら
の
コ
メ
ン
ト

講
演
会
に
は
恵
那
高
校
の
後

輩
の
方
に
も
数
多
く
参
加
し
て

頂
き
、
大
変
心
強
か
っ
た
で
す
。

今
回
の
受
賞
は
、
人
工
衛
星
に

よ
る
新
し
い
観
測
に
チ
ャ
レ
ン

ジ
し
た
こ
と
を
評
価
し
て
い
た

だ
い
た
も
の
で
す
。
こ
れ
か
ら

も
チ
ャ
レ
ン
ジ
精
神
を
忘
れ
る

こ
と
な
く
研
究
に
取
り
組
ん
で

い
き
ま
す
。

吉
村　
知
紗
（
高
66
回
生
）

横
浜
国
立
大
学
理
工
学
部
化
学

生
命
系
学
科

吉
村
さ
ん
は
恵
那
市
岩
村
町

の
出
身
。
４
月
か
ら
は
横
浜
国

立
大
学
理
工
学
部
（
大
学
院
）

へ
の
進
学
が
決
ま
っ
て
い
る
。

文
部
科
学
省
主
催
の
第
5
回

サ
イ
エ
ン
ス
・
イ
ン
カ
レ
が
神

戸
国
際
会
議
場
に
お
い
て
、
二

日
間（
平
成
28
年
3
月
5
日（
土

曜
日
）、3
月
6
日
（
日
曜
日
））

の
日
程
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

｢

サ
イ
エ
ン
ス･

イ
ン
カ
レ｣

は
、
自
然
科
学
分
野
を
学
ぶ
全

国
の
大
学
学
部
生
な
ど
が
自
主

研
究
を
発
表
し
、
切
磋
琢
磨
し

合
う
場
を
提
供
す
る
こ
と
で
、

学
生
の
能
力
や
研
究
意
欲
を
高

め
、
創
造
性
豊
か
な
科
学
技
術

人
材
を
育
成
す
る
こ
と
を
目
的

に
２
０
１
１
年
か
ら
開
催
さ
れ

て
い
ま
す
。
今
回
、
発
表
を
行

っ
た
１
７
６
組
（
口
頭
発
表
46

組
、ポ
ス
タ
ー
発
表
１
３
０
組
）

の
中
か
ら
吉
村
知
紗
さ
ん
が
文

部
科
学
大
臣
表
彰
を
受
賞
し
ま

し
た
。
テ
ー
マ
は
「
毛
は
よ
み

が
え
る
の
か
〜
夢
の
毛
髪
再
生

技
術
の
開
発
〜
」。

大
学
で
の
研
究
テ
ー
マ
は

「
毛
髪
再
生
能
を
有
す
る
毛
包

組
織
の
バ
イ
オ
フ
ァ
ブ
リ
ケ
ー

シ
ョ
ン
」。
毛
包
は
恒
常
性
維

持
の
た
め
の
組
織
幹
細
胞
を
有

し
、
毛
周
期
と
し
て
再
生
を
繰

り
返
す
器
官
で
あ
り
、
ス
フ
ェ

ロ
イ
ド
容
器
で
マ
ウ
ス
胎
児
皮

膚
の
上
皮
お
よ
び
間
葉
細
胞
を

培
養
す
る
こ
と
で
、
毛
包
を
生

体
外
で
大
量
に
構
築
す
る
技
術

を
開
発
し
た
。
現
在
は
ヒ
ト
へ

の
応
用
へ
向
け
マ
ウ
ス
髭
細
胞

や
ヒ
ト
細
胞
を
用
い
て
研
究
を

行
っ
て
い
る
。

吉
村
さ
ん
か
ら
の
コ
メ
ン
ト

恵
那
高
校
で
は
Ｓ
Ｓ
Ｈ
を
経

岩
久　
正
明
（
高
８
回
生
）

新
潟
大
学
名
誉
教
授

平
成
29
年
秋
の
叙
勲
に
お
い

て
新
潟
大
学
名
誉
教
授　
岩
久

正
明
氏
が
瑞
宝
中
綬
章
（
教
育

研
究
功
労
）
を
受
勲
さ
れ
ま
し

た
。
岩
久
氏
は
東
京
医
科
歯
科

大
学
卒
業
後
、
同
大
学
教
官
を

経
て
新
潟
大
学
教
授
と
な
る
。

新
潟
大
学
附
属
歯
科
技
工
士
学

校
長
、
日
本
歯
科
保
存
学
会
会

長
、
日
本
歯
科
審
美
学
会
会
長
、

日
本
歯
科
人
間
ド
ッ
ク
学
会
会

長
な
ど
を
歴
任
、
新
潟
大
学
退

官
後
同
大
学
名
誉
教
授
に
就
任
。

現
在
は
東
京
都
で
歯
科
医
院
を

開
業
し
て
い
る
。
２
０
０
２
年

に
日
本
歯
科
保
存
学
会
賞
、
２

０
０
３
年
に
は
日
本
歯
科
医
学

会
会
長
賞
を
受
賞
し
て
い
る
。

岩
久
氏
は
う
蝕
学
の
学
問
体

系
の
確
立
で
知
ら
れ
る
ほ
か
、

一
般
に
は
う
蝕
治
療
に
お
け
る

３
Ｍ
ｉ
ｘ
法
の
開
発
者
と
し
て

知
ら
れ
る
。

活
躍
す
る
同
窓
生

験
し
、
そ
の
経
験
も
あ
っ
て
大

学
1
年
次
か
ら
研
究
室
に
所
属

し
早
期
か
ら
研
究
を
行
え
る
大

学
独
自
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
に
参
加

し
ま
し
た
。

そ
の
結
果
大
学
2
年
か
ら
3

年
に
上
が
る
春
に
行
わ
れ
た
サ

イ
エ
ン
ス
・
イ
ン
カ
レ
に
於
い

て
文
部
科
学
大
臣
賞
と
い
う
素

晴
ら
し
い
賞
を
頂
く
こ
と
が
で

き
ま
し
た
。

ま
た
、
ほ
か
に
も
様
々
な
受

賞
や
特
許
、
国
際
学
会
で
の
発

表
と
い
っ
た
貴
重
な
体
験
を
学

部
生
の
う
ち
に
す
る
こ
と
が
で

き
ま
し
た
。

今
春
か
ら
は
大
学
院
に
進
学

し
、
開
発
し
た
技
術
の
実
用
化

に
向
け
て
さ
ら
に
研
究
を
進
め

て
い
け
る
よ
う
頑
張
り
ま
す
。

平
成
29
年

第
6
回
自
然
科
学
研
究
機
構
若
手
研
究
者
賞
受
賞

第
５
回
サ
イ
エ
ン
ス
・
イ
ン
カ
レ

「
文
部
科
学
大
臣
表
彰
」

瑞
宝
中
綬
章（
教
育
研
究
功
労
）受
勲
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恵
那
高
等
学
校
同
窓
会
総

会
は
、
５
月
20
日
（
土
）
午

後
か
ら
、
恵
那
峡
グ
ラ
ン
ド

ホ
テ
ル
を
会
場
に
開
催
さ
れ

た
。校

歌
斉
唱
、
阿
部
伸
一
郎

会
長
、
纐
纈
康
雄
校
長
に
よ

る
挨
拶
、
支
部
長
紹
介
の

後
、
28
年
度
事
業
な
ら
び
に

決
算
報
告
、
役
員
改
選
、
29

年
度
事
業
案
な
ら
び
に
予
算

案
の
承
認
が
行
わ
れ
た
。
ま

た
、
関
市
在
住
の
中
18
回
生

木
股
健
二
氏
よ
り
１
千
万
円

の
寄
付
が
あ
り
、
そ
の
披
露

と
と
も
に
同
級
生
の
水
野
恭

平
先
生
か
ら
木
股
氏
の
紹
介

が
あ
っ
た
。（
木
股
氏
か
ら

は
そ
の
後
２
度
に
わ
た
り

５
千
万
円
の
寄
付
が
あ
り
、

計
１
億
１
千
万
円
と
ピ
カ
ソ

の
版
画
１
点
を
寄
付
い
た
だ

い
た
。
な
お
、
木
股
氏
は
10

月
に
ご
逝
去
さ
れ
た
。）

総
会
に
続
き
、
同
ホ
テ
ル

を
会
場
に
17
時
30
分
よ
り
高

38
回
生
が
幹
事
を
務
め
る
懇

親
会
が
開
催
さ
れ
た
。
５
年

後
の
百
周
年
に
向
け
て
多

く
の
同
窓
生
に
声
を
か
け
、

１
５
９
名
と
い
う
過
去
最
高

の
参
加
者
数
と
な
っ
た
。
ア

ト
ラ
ク
シ
ョ
ン
と
し
て
恵
那

太
鼓
保
存
会
、
大
井
恵
那
峡

と
ん
と
ん
節
保
存
会
の
舞
台

も
あ
り
、
最
後
は
大
会
の
歌

（
城
陵
歌
）
を
全
員
で
熱
唱

し
、
閉
会
し
た
。

国公立大学　92名 合格！

京都大学　　２名　　合格　　　　　早稲田大学　３名　　合格
名古屋大学　７名　　合格　　　　　慶應義塾大学　　　　合格
岐阜大学医学部　　　合格　　　　　　　　　　　　　　　　　
東京工業大学　　　　合格　　　　　　　　　　　　　　　　　

京都大学 文学部・人文 １名 
京都大学 農学部・地球環境工 １名
岐阜大学 医学部・医学科 １名
東京工業大学 第１類 １名
東京農工大学 農学部・共同獣医 １名
名古屋大学 文学部・人文 １名
名古屋大学 工学部・機械航空宇宙工 １名
名古屋大学 工学部・化学生命工 １名
名古屋大学 理学部 ３名 
名古屋大学 情報学部・コンピュータ １名
名古屋工業大学 工学部・創造工学教育 ２名

名古屋市立大学 人文社会学部・心理教育 １名
千葉大学 文学部・人文 １名
千葉大学 教育学部・中学校教員養成 １名
千葉大学 工学部・総合工学 １名
広島大学 情報科学部・情報科学 １名
九州工業大学 工学部・工学１類 １名
福岡大学 医学部・医学科 １名
慶應義塾大学 理工学部・学門１ １名
早稲田大学 基幹理工学部・学系Ⅱ １名
早稲田大学 先進理工学部・物理 １名
早稲田大学 先進理工学部・応用物理 １名

合格した主な大学　（2018.3.28現在）

合格者数　 (延べ人数)
国公立四大 92名（過年度生６名）
短期大学 ５名
その他専門学校 ５名

私立四大 423名
医療・看護専門学校 10名

平成30年度

大学入試

同
窓
会
総
会
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各
支
部
各
回
同
窓
会
あ
れ
こ
れ

各
支
部
各
回
同
窓
会
あ
れ
こ
れ

平
成
29
年
６
月
４
日
（
日
）

11
時
30
分
か
ら
、
東
京
霞
が
関

ビ
ル
「
東
海
大
学
校
友
会
館
」

に
て
「
東
京
城
陵
会
第
20
回
東

京
城
陵
祭
」
が
開
催
さ
れ
、
74

名
が
参
加
さ
れ
た
。
参
加
者
全

員
で
記
念
撮
影
の
後
、
夏
目
久

さ
ん
の
司
会
で
会
が
ス
タ
ー
ト

し
、
物
故
者
へ
の
黙
祷
、
伊
藤

和
徳
会
長
の
あ
い
さ
つ
の
後
、

阿
部
同
窓
会
長
、
纐
纈
校
長
に

よ
る
祝
辞
が
寄
せ
ら
れ
た
。
来

賓
の
紹
介
、
乾
杯
の
後
は
、
和

や
か
な
歓
談
が
続
い
た
。
途
中

に
は
同
窓
生
に
よ
る
太
極
拳
が

披
露
さ
れ
、
恒
例
の
「
郷
土
名

産
品
く
じ
引
き
抽
選
会
」
も
行

わ
れ
た
。
そ
の
後
校
歌
を
全
員

で
斉
唱
し
、
盛
会
の
中
、
閉
会

と
な
っ
た
。

平
成
29
年
６
月
11
日
（
日
）

16
時
か
ら
、
土
岐
市
サ
ン
モ
ー

ル
Ｓ
Ｃ
２
階
「
竜
庵
」
に
お
い

て
、「
第
25
回
土
岐
市
城
陵
会

総
会
」
が
開
催
さ
れ
た
。
平
成

28
年
度
の
会
務
報
告
・
会
計
報

告
・
監
査
報
告
の
後
、
次
期
役

員
及
び
理
事
が
選
出
さ
れ
、
沓

東
京
城
陵
会
総
会

土
岐
市
城
陵
会
総
会

名
直
美
氏
が
会
長
に
再
選
さ
れ

た
。本
会
か
ら
は
高
木
副
会
長
、

中
津
川
恵
那
高
会
か
ら
は
勝
会

長
、
瑞
浪
恵
窓
会
か
ら
は
水
野

会
長
、
名
古
屋
恵
那
高
会
か
ら

は
鮎
澤
会
長
、
学
校
か
ら
は
纐

纈
校
長
が
来
賓
と
し
て
出
席
さ

れ
た
。
来
賓
祝
辞
の
後
、「
Ｍ

ｙ
ス
ペ
ー
ス
」
の
皆
さ
ん
に
よ

る
コ
ン
サ
ー
ト
が
行
わ
れ
た
。

懇
親
会
中
も
Ｍ
ｙ
ス
ペ
ー
ス
の

皆
さ
ん
の
歌
が
続
く
中
、
終
始

和
や
か
に
会
が
進
み
互
い
に
懇

親
を
深
め
た
。
最
後
に
全
員
で

城
陵
歌
を
合
唱
し
閉
会
と
な
っ

た
。平

成
29
年
11
月
25
日
（
土
）

午
前
11
時
30
分
か
ら
、
名
古
屋

栄
「
東
急
Ｒ
Ｅ
Ｉ
ホ
テ
ル
」
に

お
い
て
、「
第
61
回
名
古
屋
恵

那
高
会
総
会
」が
開
催
さ
れ
た
。

鮎
澤
会
長
ご
自
身
に
よ
る
司
会

の
下
、
物
故
者
に
黙
祷
、
参
加

者
全
員
に
よ
り
校
歌
斉
唱
の

後
、
定
期
総
会
が
行
わ
れ
た
。

続
い
て
阿
部
同
窓
会
長
、
纐
纈

校
長
か
ら
来
賓
挨
拶
を
い
た
だ

い
た
。

そ
の
後
余
興
と
し
て
「
Ｍ
ｙ

ス
ペ
ー
ス
」
に
よ
る
歌
が
流
れ

る
中
で
、
懇
親
会
が
中
津
川
恵

那
高
会
の
吉
村
事
務
局
長
の
乾

杯
で
始
ま
り
、
中
24
回
か
ら
高

40
回
卒
業
生
の
方
々
ま
で
幅
広

い
48
名
の
参
加
者
の
方
々
が
互

い
に
懇
親
を
深
め
た
。
最
後
に

全
員
で
城
陵
歌
を
合
唱
し
閉
会

と
な
っ
た
。　

平
成
29
年
11
月
18
日
（
土
）

午
後
６
時
か
ら
、
中
津
川
市

「
勝
宗
」
に
お
い
て
、「
第
63
回

中
津
川
恵
那
高
会
（
恵
蘇
会
）

総
会
」
が
開
催
さ
れ
た
。
参
加

者
全
員
に
よ
る
校
歌
斉
唱
に
始

ま
り
、
引
き
続
き
定
期
総
会
と

し
て
、
来
賓
挨
拶
、
年
間
活
動

報
告
及
び
会
計
報
告
が
行
わ
れ

た
。懇

親
会
に
は
41
名
の
参
加
が

あ
り
、
中
24
回
か
ら
高
59
回
卒

業
生
の
方
々
ま
で
幅
広
い
参
加

者
の
方
々
が
互
い
に
懇
親
を
深

め
た
。
最
後
に
全
員
で
城
陵
歌

を
合
唱
し
閉
会
と
な
っ
た
。

瑞
浪
恵
窓
会
の
平
成
29
年
度

総
会
は
、
平
成
30
年
３
月
４
日

（
日
）
瑞
浪
市
地
域
交
流
セ
ン

タ
ー
「
と
き
わ
」
に
お
い
て
開

催
さ
れ
41
名
の
参
加
者
が
あ
っ

た
。
物
故
者
へ
の
黙
祷
、
校
歌

斉
唱
の
後
、
水
野
会
長
の
挨
拶
、

阿
部
同
窓
会
長
の
挨
拶
が
あ

り
、
平
成
29
年
度
事
業
・
会
計

報
告
お
よ
び
平
成
30
年
度
事
業

計
画
・
予
算
案
が
審
議
さ
れ
た
。

そ
の
後
、
纐
纈
校
長
に
よ
る
恵

那
高
校
の
近
況
報
告
、
恵
那
市

役
所
総
務
部
総
務
課
広
報
広
聴

係　

伊
東
将
昭
氏
に
よ
る
講

演
「
東
日
本
大
震
災
被
災
地
派

遣
の
記
録
」
が
あ
り
、
懇
親
会
、

城
陵
歌
斉
唱
で
閉
会
と
な
っ
た
。

名
古
屋
恵
那
高
会
総
会

中
津
川
恵
那
高
会（
恵
蘇
会
）総
会

瑞
浪
恵
窓
会
総
会

平
成
13
年
よ
り
創
立
80
周
年
記
念
事
業
に
向
け
て
発
行
が
始
ま
っ
た
本
紙
は
、
多
く
の
同
窓
生
の

方
々
の
協
力
金
（
一
口
２
，
０
０
０
円
）
に
支
え
ら
れ
、
発
行
を
続
け
て
ま
い
り
ま
し
た
。
昨
年
度

は
会
報
発
行
の
た
め
の
協
力
金
の
ご
寄
付
が
７
０
０
口
を
超
え
、
今
回
、
第
18
号
の
発
行
が
実
現
で

き
ま
し
た
。
ご
寄
付
を
い
た
だ
き
ま
し
た
方
々
に
、
改
め
て
深
く
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。
同
窓
会
報

「
城
陵
」
は
皆
様
の
ご
寄
付
に
よ
っ
て
支
え
ら
れ
て
お
り
ま
す
。
今
後
と
も
ご
支
援
を
賜
り
ま
す
よ

う
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

同
窓
会
報
協
力
金
振
込
先

会
報
協
力
金
口
座
（
株
式
会
社
同
窓
会
事
務
局
代
行
口
座
）

ゆ
う
ち
ょ
銀
行

岐
阜
県
立
恵
那
高
等
学
校
同
窓
会　

口
座
番
号　

０
０
１
７
０-

４-

３
０
０
０
４
８

同
窓
会
報「
城
陵
」に
つ
い
て

遠
山
義
樹
氏（
高
15
回
）よ
り
学
校
へ
、
額
に
入
れ
た
昭
和
37

年
校
舎
全
焼
時
に
燃
え
残
っ
た
学
校
新
聞
の
寄
贈
が
あ
っ
た
。

遠
山
氏
は
昭
和
37
年

当
時
３
年
生
で
新
聞
部

員
だ
っ
た
。
東
洋
大
学

社
会
学
部
卒
業
後
は
岐

阜
県
図
書
館
、
中
津
川

市
図
書
館
、
中
津
川
市

教
育
委
員
会
、
中
津
川

市
健
康
福
祉
部
に
勤
務

さ
れ
た
。

併
せ
て
遠
山
氏
の
著

書
『
歴
史
の
道
「
中
山

道
」
往
復
ア
ル
チ
ュ
ウ

の
道
』
も
図
書
館
に
寄

贈
さ
れ
た
。

昭
和
37
年
校
舎
全
焼
時
の
燃
え
残
り
学
校
新
聞
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事
務
局
よ
り
会
員
の
皆
様
へ

１　

本
年
度
も
皆
様
の
温
か
い

ご
支
援
の
も
と
、
城
陵
第
18
号

を
発
行
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し

た
こ
と
を
衷
心
よ
り
御
礼
申
し

上
げ
ま
す
。

　

会
員
の
皆
様
に
お
か
れ
ま
し

て
は
、
事
務
局
あ
て
に
御
消
息

を
お
知
ら
せ
願
う
用
紙
が
同
封

さ
れ
て
お
り
ま
す
が
、
お
電
話

ま
た
は
フ
ァ
ク
ス
で
も
結
構
で

す
の
で
、
異
動
が
あ
り
ま
し
た

場
合
に
は
ご
一
報
く
だ
さ
い
ま

す
と
幸
甚
で
す
。
よ
ろ
し
く
お

願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

電
話
・
フ
ァ
ク
ス

０
５
７
３-

２
５-

０
２
５
３

２　

本
年
度
の
同
窓
会
総
会
・

懇
親
会
は
5
月
19
日
（
土
）
午

後
4
時
30
分
か
ら
、
恵
那
峡
グ

ラ
ン
ド
ホ
テ
ル
に
て
行
い
ま

す
。
会
員
の
皆
様
に
お
か
れ
ま

し
て
は
、
ぜ
ひ
ご
出
席
い
た
だ

き
た
く
ご
案
内
申
し
上
げ
ま

す
。

　

な
お
、
同
窓
会
総
会
・
懇
親

会
は
、
毎
年
5
月
第
３
土
曜
日

に
恵
那
峡
グ
ラ
ン
ド
ホ
テ
ル
で

開
催
す
る
こ
と
と
な
っ
て
お
り

ま
す
。

城
陵
第
17
号
で
も
お
知
ら
せ

し
た
と
お
り
、
文
部
科
学
省
よ

り
ス
ー
パ
ー
サ
イ
エ
ン
ス
ハ
イ

ス
ク
ー
ル
（
Ｓ
Ｓ
Ｈ
）
第
４
期

５
年
間
の
再
指
定
を
受
け
、
４

月
よ
り
ス
タ
ー
ト
し
た
。

地
域
や
社
会
の
問
題
を
発
見

し
、
主
体
的
・
協
働
的
に
解
決

す
る
た
め
に
粘
り
強
く
探
究
を

続
け
る
こ
と
が
で
き
る
人
材
の

育
成
を
目
的
と
し
、
以
下
の
３

点
を
目
標
と
し
て
実
施
し
て
い

く
。

・「
全
校
体
制
で
実
施
す
る
課

題
研
究
」
に
よ
る
問
題
発
見
能

力
と
科
学
的
探
究
力
の
育
成

・「
論
理
的
思
考
力
育
成
プ
ロ

グ
ラ
ム
」
に
よ
る
論
理
的
思
考

力
と
表
現
力
の
育
成

・「
社
会
・
地
域
に
お
け
る

フ
ィ
ー
ル
ド
ワ
ー
ク
」
に
よ
る

社
会
性
の
育
成

新
規
に
学
校
指
定
科
目
と
し

て
ス
ー
パ
ー
サ
イ
エ
ン
ス
Ｌ

（
Ｓ
Ｓ
Ｌ
）
と
、
ス
ー
パ
ー
サ

イ
エ
ン
ス
Ｒ
（
Ｓ
Ｓ
Ｒ
）
を
設

定
し
、
Ｓ
Ｓ
Ｌ
は
理
数
科
１
、

２
年
生
を
対
象
と
し
て
、
小
論

文
・
デ
ィ
ベ
ー
ト
・
プ
レ
ゼ
ン

テ
ー
シ
ョ
ン
の
実
践
を
通
し
て

論
理
的
思
考
の
構
造
で
あ
る
三

角
ロ
ジ
ッ
ク
を
身
に
付
け
る
こ

と
で
論
理
的
な
思
考
力
と
表
現

力
を
育
成
す
る
。
Ｓ
Ｓ
Ｒ
は
全

校
生
徒
を
対
象
と
し
て
、
問
題

を
見
付
け
、
興
味
・
関
心
を
深

め
る
活
動
を
目
的
と
し
て
、
大

学
や
研
究
施
設
、
地
域
や
他
校

種
と
の
交
流
事
業
を
展
開
し
、

自
然
科
学
に
対
す
る
興
味
・
関

心
を
深
め
、
知
的
興
味
を
喚
起

す
る
こ
と
で
、
問
題
発
見
力
や

社
会
性
、国
際
性
を
育
成
す
る
。

平
成
８
年
度
か
ら
他
の
高
校

に
先
駆
け
て
取
り
組
ん
で
き
た

「
総
合
的
な
学
習
の
時
間
」
は
、

生
徒
の
考
え
る
力
を
培
い
、
ひ

い
て
は
生
徒
に
生
き
方
や
在
り

方
に
関
わ
る
学
び
の
場
を
提
供

し
て
き
ま
し
た
。

恵
那
高
に
在
籍
す
る
普
通
科

の
生
徒
が
３
年
間
取
り
組
ん
で

き
た
「
総
合
的
な
学
習
の
時

間
」
の
集
大
成
が
、今
回
の
『
生

き
方
わ
が
道
』
の
各
ゼ
ミ
代
表

発
表
会
で
す
。
２
年
時
か
ら
各

自
の
進
路
に
も
か
か
わ
る
関
心

事
に
つ
い
て
調
べ
上
げ
、
見
つ

け
出
し
た
課
題
や
疑
問
に
つ
い

て
、
仮
説
を
立
て
て
検
証
し
、

考
察
を
す
る
と
い
う
探
求
方
法

を
積
み
重
ね
て
き
た
成
果
の
発

表
で
す
。
今
ま
で
類
似
の
テ
ー

マ
に
つ
い
て
研
究
し
て
い
る
仲

間
と
と
も
に
発
表
し
あ
い
、
意

見
を
出
し
合
っ
て
研
究
を
深
め

て
き
ま
し
た
。
ユ
ニ
ー
ク
で
ア

カ
デ
ミ
ッ
ク
な
内
容
の
発
表
か

ら
、
実
社
会
へ
向
け
た
提
言
に

つ
な
が
る
発
表
ま
で
、
バ
ラ
エ

テ
ィ
に
富
ん
だ
テ
ー
マ
に
つ
い

て
探
求
し
た
成
果
を
、
わ
か
り

や
す
く
発
表
し
ま
し
た
。

平
成
29
年
度
の
発
表
会
は
４

月
20
日
に
行
わ
れ
、
２
年
生
普

通
科
、
３
年
生
普
通
科･

理
数

科
全
員
お
よ
び 

保
護
者
・
中

学
校
の
先
生
方
が
発
表
を
聞
き

ま
し
た
。

発
表
テ
ー
マ
は
以
下
の
通
り

で
し
た
。

「
犬
の
殺
処
分
は
ど
う
し
た
ら

な
く
せ
る
か
」

「
客
を
楽
し
ま
せ
ら
れ
る
舞
台

と
は
〜〝
お
も
し
ろ
い
〞と〝
つ

ま
ら
な
い
〞
の
差
と
は
〜
」

「
嘘
を
つ
く
と
き
、
人
は
ど
の

よ
う
な
こ
と
を
す
る
の
か
」

「
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
の
試
合
中
、

流
れ
を
自
分
た
ち
に
も
っ
て
く

る
に
は
」

「
図
書
館
司
書
の
需
要
を
増
や

す
た
め
に
は
〜
司
書
の
就
職
難

に
つ
い
て
〜
」

「
正
し
い
日
本
語
と
は
何
か
」

「
小
児
が
ん
の
緩
和
治
療
の
実

態
と
今
後
期
待
さ
れ
て
い
る
新

し
い
治
療
法
は
何
か
」

「
わ
か
り
や
す
く
、
聞
き
や
す

い
授
業
、
話
し
方
と
は
何
か
」

「
な
ぜ
高
齢
者
の
家
庭
内
事
故

は
減
ら
な
い
の
か
、
安
全
な
住

ま
い
に
す
る
た
め
に
で
き
る
こ

と
は
」

「
私
た
ち
の
「
日
常
生
活
」
で

で
き
る
発
電
の
可
能
性
」

「
変
化
球
は
な
ぜ
変
化
す
る
の

か
」

「
日
本
の
イ
ネ
は
世
界
中
で
栽

培
で
き
る
か
」

「
少
子
化
が
進
む
現
代
で
お
も

ち
ゃ
を
売
る
方
法
〜
特
撮
ヒ
ー

ロ
ー
か
ら
考
え
る
」

平
成
30
年
３
月
10
日
（
土
）

〜
15
日
（
木
）
の
６
日
間
、
生

徒
６
名
（
普
通
科
１
名
、
理
数

科
５
名
）
が
ハ
ワ
イ
で
の
海
外

研
修
に
行
き
ま
し
た
。

参
加
者
は
約
半
年
前
に
希
望

者
か
ら
選
考
に
よ
っ
て
選
ば

れ
、
事
前
研
修
な
ど
を
経
て
本

番
の
ハ
ワ
イ
研
修
に
臨
み
ま
し

た
。研

修
先
及
び
研
修
内
容
は
、

マ
ウ
ナ
ケ
ア
で
の
天
体
観
測
、

ボ
ル
ケ
ー
ノ
国
立
公
園
で
の
火

山
研
修
、
ビ
シ
ョ
ッ
プ
博
物
館

研
修
、
州
立
自
然
エ
ネ
ル
ギ
ー

研
究
所
研
修
、
ハ
ワ
イ
大
学
で

の
地
質
学
研
修
な
ど
で
、
自
然

科
学
や
科
学
技
術
の
知
識
を
高

め
る
と
同
時
に
、
現
地
の
講
師

の
先
生
と
英
語
で
や
り
取
り
し

な
が
ら
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン

能
力
の
向
上
と
国
際
性
を
育
成

し
て
き
ま
し
た
。
そ
の
成
果
は

今
後
中
学
生
体
験
入
学
や
課
題

研
究
発
表
会
等
の
場
で
発
表
さ

れ
ま
す
。

教
員
を
志
望
す
る
生
徒
が
中

学
校
で
授
業
の
助
手
を
務
め
る

ミ
ニ
教
育
実
習
を
行
い
ま
し

た
。将

来
の
教
員
を
育
て
る
た

め
、
実
際
の
授
業
を
通
し
て
教

職
に
進
む
意
欲
を
高
め
よ
う

と
、
各
中
学
校
に
依
頼
し
て
、

恵
那
東
中
学
校
に
９
名
、
恵
那

西
中
学
校
に
７
名
、
恵
那
北
中

学
校
に
２
名
、
岩
邑
中
学
校
に

２
名
、上
矢
作
中
学
校
に
１
名
、

Ｓ
Ｓ
Ｈ
第
４
期
開
始

普
通
科
総
合
的
学
習

「
生
き
方
我
が
道
」発
表
会

ハ
ワ
イ
海
外
研
修

ミ
ニ
教
育
実
習

中
津
川
第
一
中
学
校
に
４
名
、

中
津
川
第
二
中
学
校
に
13
名
、

苗
木
中
学
校
に
３
名
、
神
坂
中

学
校
に
１
名
、
瑞
浪
中
学
校
に

４
名
、
瑞
陵
中
学
校
に
６
名
、

恵
那
特
別
支
援
学
校
に
１
名
の

計
53
名
が
参
加
し
ま
し
た
。

参
加
し
た
生
徒
は
中
学
生
に

問
題
の
解
き
方
の
助
言
や
説
明

を
し
て
、
理
解
し
や
す
い
教
え

方
や
指
導
の
ポ
イ
ン
ト
を
学
ん

で
き
ま
し
た
。

母
校
の
ト
ピ
ッ
ク
ス

母
校
の
ト
ピ
ッ
ク
ス
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